
 

 

 

 

 

 

 

 

高所作業台 ＵＬシリーズ 

 

点検のご提案 
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拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また平素より弊社製品をご愛用くださいまして、誠にありがとうございます。 

 

ご使用いただいております高所作業台ＵＬシリーズは、乗員を１０ｍ前後の高さまで運ぶと 

いう性格上、一旦不具合が起きると、乗員が重傷又は死亡することに繋がりかねない重大 

事故に発展する可能性があり、高い安全管理が求められます。したがって弊社では、定期的

な点検をお奨めしております。 

 

この点検は、専門のサービスマンが御客様先まで出張させていただき、１台あたり概ね２

時間程度で、機体の上から下まで、その場で分解できるところは分解し、一通りチェック・調整

をさせていただきます。添付の点検証の記入例をご覧いただくと、その詳細をご確認いただけ

るかと存じます。 

 

下記では、ＵＬリフトの定期的な点検の必要性に関する事項や不具合例をご案内させてい

ただきます。ご一読いただいたうえ、是非点検の実施をご検討くださいますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

敬具 

 

■ＵＬリフトの法的な点検義務について 

 

 ＵＬリフトには、労働安全衛生法・労働安全衛生規則等の法律による点検の義務付け

はございません。 

 ＵＬリフトに点検の法的な義務付けがない根拠は、一体何ゆえでしょう。それは、 

「自走機能を持たないから」です。高所作業機器の内、自走機能を持たないものは  

「高所作業台」と、自走機能を持つものは「高所作業車」と区別されます。ご承知のと

おり、ＵＬリフトを移動（走行）させる際は手押しです。裏返せば、ＵＬリフトも自走

機能を持っていれば、その点検は法定義務となります。 

  

 ここで一つの疑問が生まれます。例えば、自走機能を持つ高さ６ｍまで上がる高所 

作業車の点検は義務付けで、高さ１２ｍまで上がる高所作業台のＵＬリフトは義務付け

でなくて良いのかということです。 

 

これは法定の有無の基準が、前述のとおり「自走機能を持つか持たないか」にある為

の弊害です。ユーザー様とされては、昇降動作の際に何らか不具合があり、乗員が転落

してしまったら？機械自体が転倒してしまったら？と第一に想像されると思います。 

よって 義務付けがない＝点検しなくて良い ということにはならないということです。 



■ＵＬリフトの昇降の仕組みについて 

 

 ＵＬリフトはＡＣ１００Ｖ（またはＤＣ１２Ｖ）を電源とした電動／油圧式です。 

 

上昇する際は、電気モーターを回しながら油圧ポンプを動かし、作動油を油圧シリン

ダーへ送り込みながら伸ばして上昇させます。油圧シリンダーのストロークには限りが

ありますから、油圧シリンダーの伸長の動きを、チェーンに伝え、滑車を介してマスト

へと伝えています。 

一方下降する際は、油圧バルブを開けて油圧シリンダー内の作動油を開放し、作業床

の自重とその中の荷重によって、チェーンとストラップベルト（後述）によりバランス

をとりながら下降します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ストラップベルトの未調整による不具合 

 

昇降動作や上昇状態での姿勢保持の際、マスト全体のバランスを取って、揺れを抑えたり、

安全でスムーズな動きを助けるのがストラップベルトです。 

このストラップベルトは、経年使用によるマストの伸縮に伴って、徐々に縮んだり摩耗したり

します。するとストラップベルトの取り付け部がきつくなり、昇降の際のスムーズな動きに支障

をきたし、異音の発生の原因となり、最終的に破断してしまう恐れがあります。 

 

点検により、このストラップベルトの張りの調整を致しますが、点検による調整を怠り、破断

した場合、 



１． 破断した箇所から繊維のほつれが大きく広がり、マストや油圧シリンダーに絡み、上昇

不能になるばかりか、下降不能になり、搭乗されている方が作業床に取り残される。 

 

２． 下降の際にストラップベルトがマストやシリンダーに絡み、障害が起きているのに気が

付かず、油圧シリンダーだけが縮み、破断し絡みついたストラップベルトとマストベアリ

ングだけで縮んでいないマストを支え、ある一定の所で絡みついたストラップベルトが

外れて、作業床が数ｍに渡って一気に落下する。 

 

主にこうした事故につながる恐れがあります。 

 

      
破断し垂れ下がったストラップベルト         マスト内部で絡まったストラップベルト 

 

 

■アウトリガージャッキの磨耗による揺れの増大とジャッキ自体の抜け・破砕 

 

 アウトリガーとは、ＵＬリフトを昇降させる際、転倒防止の為に四方に張り出す脚のことです。 

 

 アウトリガージャッキは、アウトリガーを構成する一つの部材で、アウトリガーの先端に取り

付けられており、字のごとく正にジャッキになっており、手回しのより機体を持ち上げ、支える

ものです。 

 



 点検を怠り、このアウトリガージャッキの磨耗が進んでいるのを放置した場合、下記のような 

事態に繋がります。 

 

１． 上昇時の揺れが増大し、安全作業に支障をきたします。 

 

２． ジャッキ部の磨耗が進み、刺さっているメス側のキャスティングを支え切れず、キャステ

ィングがジャッキから外れてしまったり、また接地しているパッドがついている脚首の部

分で折れてしまことになります。 

 

          

 

こうした事態になると、機体が大きく傾き、乗員の転落に繋がる恐れがあり、また最悪の 

場合、本体が転倒してしまうという事故を招くおそれがあります。 

 

 

■その他の不具合 

１．緊急降下バルブの不良により、緊急時に乗員の救出ができず、取り残されてしまう。 

２．緊急停止ボタンの不良により、必要な際に緊急停止が掛けられず、乗員の挟まれ・ 

打撲といった事故を招いてしまう。 

３．アウトリガーインターロック装置（差込みセンサー）の不良で、動作不能になってしまう。 

４．シリンダー・ホース・バルブ類からのオイル漏れにより、使用場所を汚損してしまう。 

  ５．点検の未実施により、機械本体の劣化を進め、更新サイクルが早くなってしまう。 

 

 

 これまでご案内して参りましたのは、点検を怠ったことによる不具合例のほんの一例

です。重要なのは点検を通して、機械が今どういう状態であるのかということを常に把

握するということで、把握が成されていれば具体策を講じることでき、それが安全管理

ということであろうと考えます。安全に・安心して高所作業にあたっていただけますよ

う、ＵＬリフトの点検のご検討を改めましてよろしくお願い申し上げます。 

脚首部：上）磨耗なし 下）磨耗あり 



 



 

 



 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 


